
一

日
本
に
お
け
る
唐
代
藩
鎮
研
究
は
斜
陽
で
あ
る
。
戦
後
、
時
代
区
分
論
争
と
そ

れ
に
対
す
る
反
動
の
中
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
た
藩
鎮
体
制
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ

て
以
後
、
殆
ど
学
界
か
ら
関
心
を
示
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
一
〇
年

代
以
降
、
中
国
の
学
界
で
は
藩
鎮
を
主
題
と
し
た
著
作
が
激
増
し
た
。
代
表
的
な

も
の
だ
け
で
も
、
張
達
志
『
唐
代
后
期
藩
鎮
与
州
之
関
係
研
究
』（
北
京
、
中
国

社
会
科
学
出
版
、
二
〇
一
一
年
）、
馮
金
忠
『
唐
代
河
北
藩
鎮
研
究
』（
北
京
、
科

学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）、
李
碧
妍
『
危
機
与
重
構
│
│
唐
帝
国
及
其
地
方
諸

侯
』（
北
京
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
仇
鹿
鳴
『
長
安
与
河
北

之
間
│
│
中
晩
唐
期
的
政
治
与
文
化
』（
北
京
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇

一
八
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
群
雄
割
拠
と
も
い
う
べ
き
状
況
に
「
社
会
流

動
」
と
い
う
観
点
か
ら
切
り
込
ん
だ
の
が
、
本
書
「
張
天
虹
（
著
）『
中
晩
唐
五

代
的
河
朔
藩
鎮
与
社
会
流
動
』」
で
あ
る
。

著
者
の
張
天
虹
氏
は
一
九
七
九
年
生
ま
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
清
華
大
学
で
歴
史

学
の
博
士
号
を
取
得
さ
れ
、
そ
の
年
か
ら
首
都
師
範
大
学
歴
史
学
院
で
教
鞭
を
採

り
、
現
在
同
大
学
の
副
教
授
で
あ
る
。
ま
た
、
台
北
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
や
香
港
浸
会
大
学
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南
洋
理
工
大
学
中
華
語
言
文
化
セ
ン
タ
ー

で
の
在
外
研
究
の
経
験
を
有
す
。
そ
の
た
め
本
書
に
は
、
中
文
の
み
な
ら
ず
英
語
・

日
本
語
の
研
究
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
表
題
に
あ
る
「
社
会
流
動
」
と
は
、
社
会
階
層
が
固
定
さ
れ
ず
、
様
々

な
人
々
が
社
会
的
地
位
の
上
昇
を
図
れ
る
状
況
の
こ
と
を
言
う
。
中
国
で
は
「
社

会
流
動
は
そ
の
社
会
の
開
放
性
を
明
確
に
反
映
し
て
い
る
」（
本
書
二
三
頁
）
と

さ
れ
る
た
め
、「
社
会
流
動
」
の
語
は
し
ば
し
ば
研
究
上
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
著
者
の
問
題
意
識
の
基
層
に
あ
る
の
は
、
唐
代
が
南
北
朝
以
来

の
門
閥
貴
族
社
会
か
ら
宋
代
の
よ
う
な
科
挙
に
よ
っ
て
士
大
夫
が
政
治
の
実
権
を

握
る
社
会
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
、
と
の
認
識
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の
過
程
で
藩

鎮
が
果
た
し
た
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
研
究
手
法
と
し
て
藩
帥
や

そ
の
軍
政
に
携
わ
っ
た
武
人
・
文
人
の
出
自
・
経
歴
を
整
理
・
分
析
す
る
。
そ
の

〈
書
評
〉

張
天
虹
著

『
中
晩
唐
五
代
的
河
朔
藩
鎮
与
社
会
流
動
』

（
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
五
二
〇
頁
、
一
二
八
元
）

新

見

ま
ど
か
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意
味
で
本
書
は
、
極
め
て
基
礎
的
な
視
点
に
立
つ
正
攻
法
の
藩
鎮
研
究
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

二

そ
れ
で
は
書
評
に
先
立
ち
、
本
書
の
全
体
の
構
成
と
内
容
を
確
認
す
る
。
本
書

は
全
五
二
〇
頁
と
大
部
だ
が
、
そ
の
ほ
ぼ
半
分
は
表
な
ど
の
附
録
な
の
で
、
紙
幅

の
関
係
上
、
本
文
部
分
の
み
を
掲
載
す
る
。

緒
論

第
一
章

唐
五
代
社
会
流
動
的
発
展
趨
勢

第
二
章
�
自
為
一
秦
�
│
│
河
朔
藩
鎮
治
下
的
政
治
・
軍
事
与
経
済

第
三
章

社
会
流
動
視
野
下
的
�
河
朔
故
事
�

第
四
章

河
朔
藩
鎮
的
�
統
治
階
級
昇
降
�

第
五
章
�
北
走
河
朔
�
的
士
人
│
│
一
個
重
要
個
案

第
六
章
�
書
剣
双
美
�
│
│
影
響
社
会
流
動
的
因
素

余
論

緒
論
で
は
、
唐
代
を
貴
族
制
や
恩
陰
に
よ
る
官
僚
採
用
方
式
か
ら
科
挙
へ
の
転

換
が
生
じ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
社
会
流
動
性
が
高
ま
り
始
め
た
時
期
と
位
置
づ
け

る
。
た
だ
し
、
唐
代
の
科
挙
は
ま
だ
官
僚
採
用
の
一
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
著
者
は
、
そ
れ
以
外
に
社
会
的
地
位
を
上
昇
さ
せ
る
手
段
と
し
て
藩
鎮
軍
内

に
お
け
る
文
人
・
武
人
の
採
用
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
本
書
は
数
あ
る
唐
代
藩
鎮

の
中
で
も
河
朔
三
鎮
、
す
な
わ
ち
魏
博
・
成
徳
・
盧
龍
の
三
鎮
を
主
な
分
析
対
象

に
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
河
朔
が
、
後
に
科
挙
に
よ
っ
て
社
会
流
動
性
が
高
ま
っ

た
北
宋
と
、
そ
れ
に
比
べ
て
門
閥
の
影
響
が
強
か
っ
た
遼
・
金
と
の
中
間
地
帯
と

い
う
特
殊
性
を
有
し
て
お
り
、
社
会
流
動
研
究
の
焦
点
に
な
る
か
ら
だ
と
す
る
。

第
一
章
で
は
、
魏
晋
南
北
朝
か
ら
遼
・
宋
・
金
ま
で
を
視
野
に
、
社
会
流
動
の

全
体
像
を
提
示
し
、
唐
後
半
期
に
藩
鎮
が
恩
陰
と
も
科
挙
と
も
異
な
る
辟
召
と
い

う
手
段
に
よ
っ
て
人
材
登
用
を
行
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
併
せ
て
、
社
会
流
動

研
究
に
お
い
て
前
提
と
な
る
社
会
階
層
区
分
を
提
示
し
、
上
層
を
政
治
・
経
済
的

に
影
響
力
を
持
ち
官
爵
に
与
っ
た
「
士
族
」（
も
し
く
は
「
世
族
」）、
下
層
に
部

曲
や
奴
婢
を
置
き
、
中
間
層
と
し
て
官
爵
を
持
た
な
い
が
平
民
か
ら
豪
族
ま
で
の

幅
を
持
つ
「
凡
庶
」
を
置
く
。

第
二
章
で
は
河
朔
三
鎮
の
政
治
・
軍
事
・
経
済
構
造
に
つ
い
て
基
礎
的
な
整
理

を
行
い
、
藩
鎮
軍
内
の
階
層
区
分
と
し
て
、
①
節
度
使
及
び
都
知
兵
馬
使
、
都
虞

候
や
州
刺
史
、
掌
書
記
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
上
層
政
治
精
英
」（
以
下
、
本
稿

で
は
「
上
層
エ
リ
ー
ト
」
と
表
記
）、
②
そ
れ
以
外
の
文
武
職
を
持
つ
者
で
構
成

さ
れ
る
「
中
下
層
政
治
精
英
」（
以
下
、
本
稿
で
は
「
中
下
層
エ
リ
ー
ト
」
と
表

記
）、
③
何
の
肩
書
も
持
た
な
い
「
凡
庶
」
を
設
定
す
る
。
こ
の
区
分
が
第
三
章

以
下
の
分
析
の
基
準
と
な
る
。

第
三
章
で
は
、
憲
宗
以
前
と
以
後
に
つ
い
て
、
河
朔
三
鎮
に
お
け
る
藩
帥
の
出

自
と
経
歴
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
憲
宗
期
以
前
は
藩
帥
選
定
の
範
囲
が
特
定
の

家
族
内
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
憲
宗
期
以
後
の
魏
博
や
盧
龍
で
は
藩
帥

が
人
脈
・
才
能
・
品
徳
等
を
持
つ
上
層
エ
リ
ー
ト
か
ら
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
し
、
そ
こ
に
流
動
性
を
見
出
す
。
た
だ
し
、
王
氏
の
世
襲
が
固
定
化
し
た
成

徳
に
お
け
る
流
動
性
は
、
魏
博
・
盧
龍
に
比
べ
る
と
低
か
っ
た
。

第
四
章
で
は
、
墓
誌
な
ど
も
含
め
た
統
計
的
な
情
報
収
集
に
基
づ
き
、
河
朔
地
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域
の
凡
庶
が
藩
鎮
軍
内
に
登
用
さ
れ
て
い
く
様
相
を
解
明
し
、
凡
庶
及
び
中
下
層

エ
リ
ー
ト
が
社
会
上
昇
を
果
た
す
た
め
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
河
朔
三
鎮
に
お
け
る

文
武
の
職
掌
が
機
能
し
て
い
た
と
論
じ
る
。
ま
た
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
凡
庶
出

身
で
中
下
層
エ
リ
ー
ト
の
肩
書
を
持
つ
者
が
増
え
た
と
し
、
河
朔
地
域
の
社
会
流

動
性
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
す
る
。

第
五
章
で
は
、
河
朔
に
お
い
て
中
下
層
エ
リ
ー
ト
か
ら
上
層
エ
リ
ー
ト
へ
の
社

会
的
上
昇
を
果
た
し
た
人
物
の
具
体
例
と
し
て
「
李
仲
昌
墓
誌
」
を
取
り
上
げ

る
。
李
仲
昌
は
昭
義
節
度
使
元
誼
の
元
に
仕
え
、
軍
乱
で
彼
が
軍
団
か
ら
放
逐
さ

れ
る
と
彼
と
共
に
魏
博
節
度
使
の
元
に
奔
っ
た
。
元
誼
は
後
に
藩
帥
田
季
安
の
舅

と
な
っ
た
が
、
若
年
で
節
度
使
の
地
位
に
つ
い
た
田
季
安
は
年
長
者
の
多
い
田
氏

よ
り
姻
族
の
元
氏
を
重
視
し
た
と
い
い
い
、
李
仲
昌
が
田
季
安
政
権
下
で
州
刺
史

に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
重
用
さ
れ
た
の
も
、
か
か
る
政
治
背
景
と
関
連
し
て
い
た
と

推
定
す
る
。

第
六
章
で
は
、
河
朔
で
エ
リ
ー
ト
層
に
な
る
条
件
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
第

一
に
必
要
と
さ
れ
た
の
は
武
芸
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
上
層
へ
の
上
昇
を
図
る
場
合

は
文
化
的
素
養
も
必
要
だ
っ
た
と
し
、
学
校
の
設
置
等
の
教
育
も
河
朔
三
鎮
の
主

導
で
行
わ
れ
た
と
す
る
。

最
後
に
余
論
で
は
河
朔
三
鎮
の
エ
リ
ー
ト
層
を
、
門
閥
貴
族
が
政
治
の
中
枢
を

占
め
た
唐
と
、
社
会
流
動
性
が
一
気
に
高
ま
っ
た
宋
と
の
間
の
断
絶
を
埋
め
る
も

の
と
位
置
づ
け
る
。
河
朔
三
鎮
に
お
い
て
、
藩
帥
位
の
世
襲
は
必
ず
し
も
固
定
的

で
は
無
く
、
中
下
層
エ
リ
ー
ト
に
は
凡
庶
の
子
弟
も
採
用
さ
れ
た
。
後
の
五
代
か

ら
宋
・
遼
・
金
に
お
い
て
は
河
朔
出
身
者
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
趨

勢
を
用
意
し
た
も
の
こ
そ
河
朔
三
鎮
下
で
の
社
会
流
動
で
あ
っ
た
と
見
做
す
。

三

以
上
、
本
書
の
内
容
を
ま
と
め
て
き
た
。
基
本
的
な
用
語
を
邦
文
の
研
究
と
対

照
す
る
な
ら
、
上
層
エ
リ
ー
ト
と
中
下
層
エ
リ
ー
ト
は
渡
邊
孝
が
幕
職
官
の
研
究

で
用
い
た
「
上
級
幕
職
官
」「
下
級
幕
職
官
」
に
お
お
よ
そ
該
当
し
よ
う
（
た
だ

し
著
者
の
区
分
で
は
文
人
だ
け
で
な
く
武
人
も
含
む
）。
ま
た
、
藩
鎮
軍
内
に
参

入
し
て
い
っ
た
「
凡
庶
」
は
、
邦
文
の
諸
研
究
で
「
在
地
新
興
層
」
と
表
現
さ
れ

て
き
た
人
々
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

藩
鎮
の
軍
構
造
と
そ
の
構
成
員
に
関
わ
る
研
究
は
斯
学
に
お
い
て
最
も
基
礎
的

か
つ
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
そ
の
課
題
に
正
面
か
ら
挑
み
、
膨
大
な
史
料
群

を
統
計
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の
傾
向
を
導
き
出
し
た
著
者
の
力
量

に
敬
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
本
書
に
は
、
著
者
の
鋭
い
洞
察
を
示
す
記
述
が
随
所

に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
著
者
は
序
章
の
中
で
、
藩
鎮
が
唐
の
天
下
を
乱
し
亡
国
の

要
因
と
な
っ
た
、
と
い
う
歴
史
認
識
が
主
に
宋
代
人
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
、
む
し
ろ
藩
鎮
体
制
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
視
点
も
存
在
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
（
二
四
│
三
〇
頁
）。
著
者
の
指
摘
は
、
概
説
書
等
で
「
後
半
期
の

唐
は
藩
鎮
の
跋
扈
に
悩
ま
さ
れ
た
」
或
い
は
「
後
半
期
の
唐
は
藩
鎮
の
集
合
体
に

過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
紋
切
り
型
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
イ
メ
ー
ジ
が
現
在
も
再

生
産
さ
れ
続
け
て
い
る
根
源
的
な
理
由
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
傾
聴
す
べ
き
で
あ

る
（
な
お
、
現
在
の
研
究
の
到
達
点
は
、
藩
鎮
体
制
が
唐
を
支
え
る
役
割
を
果
た

し
て
い
た
と
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
﹇
新
見
二
〇
二
〇
、
一
│
二
頁
﹈）。

併
せ
て
著
者
は
、「
河
朔
の
旧
事
」
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
も
丁
寧
な
分
析
を

行
っ
て
お
り
、
朝
廷
が
初
め
て
「
河
朔
の
旧
事
」
を
認
可
し
た
記
録
を
、『
会
昌
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一
品
集
』
所
収
「
賜
何
重
順
詔
」
で
あ
る
と
す
る
（
六
四
│
六
七
頁
）。
実
は
こ

の
点
に
つ
い
て
は
既
に
評
者
も
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
詔
勅
が
出
さ
れ
た

武
宗
期
、
す
な
わ
ち
八
四
〇
年
代
こ
そ
が
、
朝
廷
と
河
朔
三
鎮
と
の
関
係
の
転
換

点
で
あ
る
と
主
張
し
た
﹇
新
見
二
〇
一
五
、
一
七
│
一
九
頁
﹈。
同
様
の
見
解
は
、

評
者
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
李
碧
妍
﹇
二
〇
一
五
、
三
六
〇
│
三
六
三
頁
﹈
に
よ
っ
て

も
提
示
さ
れ
た
。
唐
の
藩
鎮
対
策
と
い
う
観
点
で
は
、
従
来
憲
宗
期
が
唐
室
の

「
中
興
」
を
達
成
し
た
と
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
一
連
の
研
究
は
む
し
ろ
武

宗
期
の
重
要
性
を
主
張
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
藩
鎮
通
史
に
見
直
し
を
迫
る

成
果
と
い
え
る
。

ま
た
、
本
書
の
根
幹
で
あ
る
社
会
流
動
と
い
う
視
座
に
つ
い
て
も
、
唐
後
半
期

の
藩
鎮
が
、
従
来
官
職
に
預
か
ら
な
か
っ
た
人
材
を
登
用
し
、
彼
ら
が
政
治
の
舞

台
に
立
つ
前
提
を
用
意
し
た
と
い
う
見
方
は
妥
当
で
あ
る
。
科
挙
以
外
の
官
界
新

出
の
道
と
し
て
藩
鎮
下
の
文
武
職
が
重
要
性
で
あ
っ
た
と
す
る
著
者
の
主
張
（
二

七
二
│
二
七
四
頁
）
は
、
膨
大
な
史
料
の
裏
付
け
に
支
え
ら
れ
て
お
り
説
得
力
を

持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
河
朔
藩
鎮
下
で
の
社
会
流
動
を
唐
か
ら
宋
へ
の
過
渡
期
の

中
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
本
書
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
評
者
と
し
て
は
そ
の
前
提
た
る
階
層
区
分
に
、
い
さ
さ
か
馴
染
め
な

い
と
い
う
感
も
否
め
な
い
。
も
ち
ろ
ん
著
者
の
主
張
通
り
、
軍
団
に
は
上
下
関
係

が
あ
り
、
社
会
的
な
地
位
の
高
低
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
分
析
す
る
か
ら
こ
そ

特
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
あ
る
人
物
の
軍
団
内
で
の
地
位
や
重
要
性

は
、
決
し
て
彼
の
役
職
・
肩
書
の
み
で
は
測
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
著
者
は
藩
鎮
軍
下
で
頻
出
す
る
押
衙
（
押
牙
）
と
い
う
肩
書
に
つ
い

て
、
渡
邊
孝
﹇
一
九
九
一
﹈
の
見
解
に
則
り
、
元
々
は
刺
史
ク
ラ
ス
の
比
較
的
上

層
の
者
に
与
え
ら
れ
、
や
が
て
よ
り
下
層
の
者
に
も
文
武
問
わ
ず
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
位
階
的
な
加
号
、
と
認
識
す
る
（
九
九
頁
）。
つ
ま
り
、
藩
帥
を
頂

点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
軍
構
成
を
想
定
す
る
な
ら
、
押
衙
は
上
層
か
ら
中
下

層
ま
で
、
様
々
な
範
囲
の
武
人
・
文
人
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
な
ん
と
も

取
り
留
め
の
な
い
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
に
対
し
、
押
衙
と
は
藩
帥
の
信
任
の
厚

さ
を
示
す
指
標
、
と
指
摘
し
た
の
が
馮
培
紅
﹇
一
九
九
七
、
九
九
│
一
〇
〇
頁
﹈

で
あ
る
。
馮
は
藩
帥
を
中
心
に
置
い
た
同
心
円
的
な
人
間
関
係
を
想
定
し
、
押
衙

は
そ
の
中
心
近
く
に
位
置
す
る
者
、
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
渡
邊
と
馮
の
理
解
は
、
い
ず
れ
も
文
献
史
料
・
出
土
史
料
の
網
羅
的
な
分

析
に
立
脚
し
て
お
り
、
共
に
説
得
力
を
持
つ
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
同
じ
押
衙

に
つ
い
て
異
な
っ
た
説
明
が
な
さ
れ
た
の
は
何
故
か
。
そ
れ
は
、（
お
そ
ら
く
古

今
東
西
多
く
の
政
権
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
）
藩
鎮
の
軍
団
が
平
面
的
で
は
な

く
立
体
的
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

次
頁
の
【
図
ア
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
藩
鎮
の
軍
団
は
制
度
的
な
地
位
の
高
低

に
基
づ
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
上
下
関
係
（
白
矢
印
）
と
、
藩
帥
と
の
人
間
的
・
物

理
的
な
距
離
│
│
血
縁
関
係
の
有
無
、
勤
務
場
所
等
│
│
に
基
づ
く
同
心
円
状
の

遠
近
関
係
（
黒
矢
印
）
と
で
構
成
さ
れ
、
軍
団
の
構
成
員
（
人
物
Ａ
、
人
物
Ｂ
）

は
こ
の
中
に
空
間
的
に
配
置
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、【
図
イ
】
の
よ
う
に
制
度

的
視
点
で
見
た
場
合
、
人
物
Ａ
は
人
物
Ｂ
よ
り
地
位
が
低
い
。
し
か
し
【
図
ウ
】

の
よ
う
に
人
間
関
係
で
見
た
場
合
、
人
物
Ａ
の
方
が
人
物
Ｂ
よ
り
も
権
力
の
中
枢

た
る
藩
帥
に
近
い
。
つ
ま
り
、
同
じ
人
物
で
あ
っ
て
も
視
点
を
変
え
れ
ば
、
そ
の

重
要
性
が
全
く
異
な
っ
て
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
押
衙
は
、
例
え
地
位
が
低
く

て
も
藩
帥
か
ら
個
人
的
に
信
任
さ
れ
た
、
Ａ
の
よ
う
な
人
物
が
冠
し
た
肩
書
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
立
体
的
な
理
解
は
、
第
五
章
に
あ
る
元
誼
と
そ
の
部
下
李
仲
昌
の
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事
例
の
分
析
に
も
有
効
だ
ろ
う
。
著
者
は
李
仲
昌
が
刺
史
に
任
じ
ら
れ
た
の
を
栄

転
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
認
識
は
正
し
い
と
評
者
も
思
う
が
、
一
方
で
元
誼
の
子

飼
い
を
体
よ
く
軍
政
の
中
央
か
ら
遠
ざ
け
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
藩
鎮
の
軍
団
を

階
層
構
造
の
み
で
捉
え
る
こ
と
に
評
者
が
違
和
感
を
覚
え
る
理
由
は
こ
こ
に
あ

る
。ま

た
、
著
者
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
押
衙
の
よ
う
な
肩
書
は
時
期
に
よ
っ

て
地
位
の
下
落
が
見
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
唐
末
に
か
け
て
多
く
の
凡
庶
が
中

下
層
エ
リ
ー
ト
に
参
入
し
た
よ
う
に
見
え
る
理
由
と
し
て
、
実
質
的
な
役
職
を
持

た
な
い
肩
書
の
増
加
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
書
は
細
か
い
軍
職
の
分
析

は
行
わ
な
い
方
針
と
は
い
う
が
（
九
九
頁
）、
行
論
の
説
得
力
を
増
す
た
め
に
は

各
肩
書
及
び
上
述
し
た
藩
鎮
の
軍
構
造
に
つ
い
て
、
緻
密
な
理
解
と
説
明
が
求
め

ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
全
体
と
大
き
く
関
わ
る
上
層
エ
リ
ー
ト
と
中
下
層
エ
リ
ー
ト

の
人
的
構
成
、
そ
し
て
彼
ら
と
中
央
政
府
や
在
地
社
会
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

は
、
渡
邊
孝
﹇
二
〇
〇
一
Ａ
／
二
〇
〇
一
Ｂ
﹈
の
成
果
が
国
内
外
に
お
け
る
到
達

点
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
級
幕
職
官
と
下
級
幕
職
官
と
の
間
に
は
一
種
の

断
絶
が
あ
り
、
前
者
が
中
央
官
界
へ
の
進
出
を
目
指
す
科
挙
合
格
者
等
で
構
成
さ

れ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
在
地
の
事
情
に
明
る
い
地
元
有
力
者
等
か
ら
成
り
、
双

方
の
人
的
構
成
や
志
向
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
社
会
流
動
の
活
性

化
だ
け
で
な
く
そ
の
限
界
と
理
由
に
ま
で
言
及
し
た
極
め
て
重
要
な
成
果
で
あ

る
。
特
に
辟
召
制
を
唐
の
貴
族
制
と
宋
の
士
大
夫
制
と
の
架
橋
と
安
易
に
見
做
し

て
き
た
従
来
の
視
点
に
対
す
る
批
判
は
、
著
者
と
は
立
場
を
異
に
す
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
著
者
が
渡
邊
の
研
究
を
十
分
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
本
書
の
随
所
か
ら

窺
え
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
成
果
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
示
し
て
も
良
か
っ

【図ア】藩鎮軍構造概念図 【図イ】制度的視点で見た
藩鎮軍構造
（先の【図ア】を真横から
見た図）

【図ウ】人間関係で見た藩
鎮軍構造
（先の【図ア】を真上から
見た図）

※人物 A の具体例は、親衛軍として藩帥に近侍した比較若年の兵卒（場合によっては仮子） 等であり、人
物 B の具体例は、親衛軍の経歴や藩帥との血縁関係を持たず、治府の外に駐屯する軍団を率いたやや年
長の武将等である。
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た
の
で
は
な
い
か
。

併
せ
て
気
に
な
っ
た
の
は
、
著
者
が
自
ら
設
定
し
た
社
会
流
動
と
い
う
概
念
に

捕
わ
れ
す
ぎ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
藩
鎮
の
活
動
に
は
、
本
書
が

主
た
る
考
察
対
象
と
し
た
藩
帥
と
軍
団
の
み
な
ら
ず
、
朝
廷
や
在
地
社
会
、
非
漢

族
、
仏
教
勢
力
や
商
人
等
、
様
々
な
人
々
が
関
与
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
視
座
を

よ
り
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
の
い
う
河
朔
の
「
開
放
性
」

を
一
層
深
く
考
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

以
上
、
本
書
を
通
読
し
て
評
者
の
感
じ
た
点
を
述
べ
た
。
浅
学
な
評
者
ゆ
え
、

誤
読
や
理
解
の
不
十
分
な
部
分
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
行
き
届
か
ぬ
点
に
つ
い

て
は
、
大
方
の
御
叱
責
を
請
う
次
第
で
あ
る
。
著
者
は
今
後
、
中
国
に
お
け
る
唐

代
藩
鎮
研
究
を
牽
引
す
る
人
材
と
目
さ
れ
、
本
書
は
研
究
史
の
中
で
必
ず
参
照
さ

れ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
を
含
め
近
年
の
中
国
学
界
に
お
け
る

藩
鎮
研
究
の
活
性
化
に
は
、
評
者
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
る
。
今
後
の
日
本

に
お
け
る
藩
鎮
研
究
に
は
、
そ
の
豊
富
な
研
究
蓄
積
を
踏
ま
え
た
、
総
合
的
な
著

作
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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史
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│
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│
│
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鎮
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史
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